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「『コミュニティで創る新しい
 高齢社会のデザイン』研究開発領域について」
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イリノイ大学で Ph. D（心理学）取得、米国の国立老化研究機構（National Institute on 
Aging）フェロー、ミシガン大学社会科学総合研究所研究教授、東京大学大学院人文社会系研究
科教授（社会心理学）、日本学術会議副会長などを経て、2006 年東京大学高齢社会総合研究機
構特任教授。
専門はジェロントロジー（老年学）。高齢者の心身の健康や経済、人間関係の加齢に伴う変化を
20 年にわたる全国高齢者調査で追跡研究。近年は超高齢社会のニーズに対応するまちづくりに
も取り組むなど超高齢社会におけるよりよい生のあり方を追求している。

秋
あきやま

山 弘
ひろ

子
こ

領域総括／東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授
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「『コミュニティで創る新しい高齢社会のデザイン』研究開発領域について」
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研究開発プロジェクトとしての実行可能性を１年間で調査し、
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秋山 弘子研究開発領域について

ऴ̮ႆإ委員会
目的： 領域内に䛚䛡䜛ሗඹ有の䛒り᪉、な䜙䜃に領域のᡂᯝを

目䜘りᗈ䛟、䜘りຠᯝ的に♫にᒎ㛤䛧䛶䛔䛟ሗⓎಙの䛒り᪉を᳨ウす䜛

ỴἁἉἹンμ˳ỉἩἿἍἋ Ẕെ᨞῍െ᨞Ḭẕ

ᾑẅڂᛩὉသॖẴỔẨẮểોծᙲஓ

ỴἁἉἹンμ˳ỉἩἿἍἋᴾẔെ᨞῍െ᨞Ḭẕ

ѣႸ

ẅѣửܱẲẺểẸỉἩἿἍἋὉኽௐ

䚷ᮇに䛴䛔䛶䛿༙ᖺ༢（䛆㻴㻞㻡ୖ䛇、䛆㻴㻞㻡ୗ䛇）䛷グධ、
䚷ᮇにᘬ䛝⥆䛝、㉁ၥにᑐᛂ䛧䛶άື内ᐜ䜔ᐇを⡆₩にグ㍕
䚷䈜䠬䠦≉有の内ᐜ䛷ྍ
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（䛣䜣なኻᩋを䛧たの䛷␃ពす䜉䛝䚹䛣䜣な䝃䝫ートが䛒䜛と
䜘りຠ⋡的・ຠᯝ的䛰䛳た➼のᨵၿせᮃ➼）

（ᝎま䛧䛛䛳たが䛣の䜘䛖にඞ᭹・ゎỴ䛧た➼）

䈜άື⤒㦂௨እ䛷䜒ཧ⪃ሗが䛒䜜䜀グධ䛟䛰䛥䛔

䠌䚷䛆ᆅ域⫼ᬒ䛇䚷⏬⟇ᐃに⮳䜛⤒⦋とᆅ域㈨※・・・⏬⟇ᐃに⮳䜛ま䛷のᑐ㇟ᆅ域とのṔྐ的⫼ᬒ（㛗ᮇの䜒の）、ᑐ㇟ᆅ域に≉ᚩ的な㈨※に䛴䛔䛶

䠝䚷ᆅ域⫼ᬒ

䐟䚷⏬⟇ᐃに⮳䜛⤒⦋䚷⏬⟇ᐃに⮳䜛ま䛷の䛣䜜ま䛷の⤒⦋・ᑐ㇟ᆅ域との㛵ಀ

䐠䚷ᆅ域㈨※䚷䚷ᑐ㇟ᆅ域に≉ᚩ的な㈨※と䛧䛶䛹の䜘䛖な䜒のがᏑᅾ䛧た䛛、また䛭䜜を䛹䛖ά䛛䛧た䛛

䊠䚷䛆ᡂẁ㝵䛇䚷構・⏬❧䡚䝁䜰యไ䛵䛟り・・・プロジェクトの㛤ጞにಀ䜛⏬⟇ᐃを䛹の䜘䛖に⾜䛖䛛、䝁䜰のయไ䛵䛟りを䛹䛖す䜜䜀䛔䛔の䛛

䠞䚷⏬⟇ᐃ

䐟䚷ㄢ㢟タᐃ䛚䜘䜃ゎỴ⟇構の⫼ᬒ䚷䚷♫ᐇ㦂を⾜䛖ㄢ㢟（㧗㱋♫に㛵連䛧た䜒の）、䛚䜘䜃ゎỴ⟇の構を䛹の䜘䛖な⫼ᬒ䛛䜙タᐃ䛧た䛛

䐠䚷ᑐ㇟ᆅ域の⤠り㎸み䚷♫ᐇ㦂を⾜䛖ᑐ㇟ᆅ域を䛹の䜘䛖にⓎぢ・᥈⣴䛧た䛛

䐡䚷๓ㄪᰝ䚷⏬を構築す䜛に䛒たり๓ㄪᰝと䛧䛶䛹の䜘䛖なሗをධᡭ䛧た䛛（ඛ⾜◊✲・බ⾲ሗ➼）

䠟䚷䝁䜰యไ䛵䛟り

䐟䚷䝁䜰యไ構築と䛭の組⧊యไ䚷㻝㻚ᴗᐇయ（䝁䜰䝯ン䝞ー）の㑅ᐃと構築のプロセス䚷㻞㻚䝁䜰యไ䛿䛹の䜘䛖な組⧊ᙧែをと䛳た䛛（ᙜヱ組⧊の⨨䛵䛡䜔組⧊య⣔の構築プロセス➼）

䈜ᮏጤဨ䛷᳨ウ୰の䛂୍⯡のた䜑のሗᩚ⌮䝣䜷ー䝬ット䛃（୍㒊）

ネットワーキング委員会
目的： 領域内のプロジェクト間の有機的なネットワーク、また領域を他の取り組み

とのネットワークの構築を目指す

リソース・センターの構築
（ソーシャル・イノベーションのエンジン）

・科学的エビデンスに基づく科学的エビデンスに基づく
政策・施策提言

・現場への啓発・情報提供・支援
・まちづくりアーカイブ作成
・国際的拠点形成 等

地域を現場とした
個別の取り組みや知見

各プロジェクトが有機的に連携


